
北海道地⽅の年平均気温は、統計を開始した1898年以降2021年まで100年当たり1.66℃の
割合で上昇しています（都市化の影響を含む）。その結果、真夏⽇⽇数の有意な増加や真冬
⽇⽇数の有意な減少がみられる地点があります。⼀⽅、年降⽔量や⾬の降り⽅（⼤⾬や短時
間強⾬の発⽣頻度）については、現時点では統計的に有意な変化傾向はみられません。
図１は、北海道地⽅のアメダスデータによる1時間降⽔量30mm以上の降⽔の発⽣頻度(１地

点当たりに換算)を表します。現時点で有意な変化ではありませんが、観測開始当初の10年間
に⽐べると、直近(2021年まで)の10年間では頻度が約1.5倍に増えています。この増加が統計
的に有意な変化になるかどうかは、これから将来のデータを確認する必要があります。
⽇本全国ではこのような短時間強⾬や、⽇降⽔量100mm以上といった⼤⾬の発⽣頻度が有

意に増加しており、毎年⽇本のどこかで豪⾬災害が発⽣している状況が続いています。
地球温暖化が進⾏すると、短時間強⾬や⼤⾬の発⽣頻度が北海道地⽅でも増えると予測さ

れており、災害リスクも増加します。そのような将来を⾒越した防災対策が望まれます。

(1)「集中豪⾬」は増えているか？

 北海道地⽅の年平均気温は上昇し、真夏⽇は増加、真冬⽇は減少している。
 「⼤⾬」や「短時間強⾬」は、⽇本全国で増加。北海道でも増加の兆し。
 「２℃上昇」の将来は、すぐそこまで来ている。
 最⼤限の緩和策と速やかな適応策の実施が求められている。

図１ 北海道地方のアメダス1地点当たりの１時間降水量30mm以上の年間発生回数

約1.5倍に増加

札幌管区気象台地球温暖化情報官 河原恭⼀
【コラム①】北海道における気候変動の影響

(2) 北海道の気候(将来予測)
○「2℃上昇」はすぐ⽬の前

○地球温暖化の影響が徐々に顕在化

図２は、北海道周辺における21世紀末(2076〜2095年平均)の年平均気温の変化予測です。
20世紀末(1980〜1999年平均)を基準とした差で表していて、20世紀末の値も実測値ではなく、
数値モデルによる計算値です。左は政策的な温暖化対策を⼗分に取らない温室効果ガス排出シ



【本稿のデータ：｢⽇本の気候変動2020｣(⽂部科学省、気象庁)及び気象庁データベースから作成⼜は表⽰範囲を修正】

図２ 北海道周辺の21世紀末と20世紀末の気温差(℃)

４℃上昇シナリオ
（RCP8.5シナリオ）

２℃上昇シナリオ
（RCP2.6シナリオ）

図３ 20世紀末に対する21世紀末の２月の降雪量の変化(cm)
：内陸部など増えると予測される場所もある。

４℃上昇シナリオ
(RCP8.5シナリオ）

気温の上昇は猛暑⽇や熱帯夜の増加をもたらし、健康リスクへの直接の影響のほか、農産
物や家畜の⽣育、エネルギー需給など影響は多岐にわたります。地球温暖化が進⾏する将来、
集中豪⾬など気象災害の発⽣頻度と強度が増すと予測される⼀⽅で、温暖化が進⾏してもな
お降⽔が雪になる程度に気温が低い北海道では、必ずしも⼤雪のリスクがなくなる訳ではな
いことにも注意が必要です(図３参照)。

現在世界各国が表明している温室効果ガス削減⽬標では、今世紀末の気温上昇を2℃未満に
抑える⽬標（２℃⽬標）は達成できないと指摘されています。仮に、今世紀末の気温上昇を
2℃未満に抑える⽬標を達成できたとしても、現在よりも温暖化が進⾏した状態です。しかも
｢2℃上昇｣と⾔われる状態は、今世紀末まで時間をかけてやって来るのではなく、今世紀半ば
には訪れると予測されています。そのような未来への対策（最⼤限の緩和策と速やかな適応
策）は、⼀刻も早い効果的な実⾏が求められます。

ナリオ、右は今世紀末の世界平均の温度上昇を2℃未満に抑える⽬標を達成する排出シナリオ
の場合です。左は｢4℃上昇シナリオ｣とも呼んでいますが、地球温暖化による温度上昇は北半
球の⾼緯度ほど顕著になる傾向があるため、北海道地⽅平均では約5.0℃上昇すると予測され
ています。オホーツク海側では、冬から春にかけて形成される海氷が将来減少する影響を受
けるため、より⼤きな温度上昇が予測されています。


